
食の安全「基本のお話」 だからSDGs
だれかの笑顔につながる

「2024 食の安全 基本のお話」パンフレットと学習会の紹介

第123回

６月度累計リサイクル回収率

2024年度
回収率

56.9% 23.3% トレーの
回収率は算出
していません
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42.6% 37.3% 21.5%

広げよう、
地球に
イイこと

（2023年度 56.9%）（2023年度 22.5%）（2023年度 41.9%）（2023年度 32.8%） （2023年度 21.8%）

「サステナビリティレポート2024」を発行しました！
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　消費者の関心の高い「食の安全」ですが、残念ながら誤った情報に基づく
誤解や風評も流されています。特に、「○○は危険」というような情報は、多く
流されていて、消費者の目を引き、宣伝効果が大きいことから、要注意です。

　いずみ市民生協は、消費者が食にまつわる様々な誤解や風評に惑される
ことがないように、学習会などのコミュニケーションの取り組みやホームペ
ージでの正確な情報発信に取り組んでいます。

■「2024 食の安全 基本のお話」パンフレット（ホームぺージ＞安全安心な商品＞食の安全の取り組み＞食の安全Ｑ＆Ａ）
　最新の科学的知見に基づいて発表されている食のリスク評
価に関わる国際機関や内閣府食品安全委員会、米国、欧州等
のリスク評価機関の見解を確認した上で、食の安全に関する
基本的な情報をパンフにまとめています。

〈主な内容〉
・食のリスクについて 
・食品安全プログラム（いずみ市民生協の食品の安全確保のための仕組み）
・食品安全行政
・食品中の化学物質のリスク（食品添加物・農薬・動物用医薬品）
・遺伝子組換え食品とゲノム編集食品 
・放射性物質 

ホームぺージの「食の安全Ｑ＆Ａ」より一部抜粋↓　詳しくはホームページをご覧ください。
Q　「食品添加物の複合摂取については調べられていないので何が起きるかわから
　　ないので怖い。だから無添加の食品を選んだ方がいい」と聞きました。
A　複合影響も調べられていますが、現時点で、懸念される情報はありません。

Q　「食品添加物は蓄積による健康被害が心配」と聞いたのですが本当でしょうか。
A　体内に蓄積され続けるような添加物は許可されていません。

Q　ネオニコチノイド系農薬が残留する野菜を食べると子どもの脳に障がいが
　　出ると聞きましたが本当ですか。
A　いいえ、その証拠はありません。

Q　「日本は農薬の基準がゆるくて、農薬大国」と聞きました、本当でしょうか。
A　残留農薬の基準は、世界共通の指標「ADI」をもとに設定されています。
　　よって「日本だけ基準がゆるい」ということはありません。

■アピエ（イベント案内）で、食の安全をテーマにした講座や学習会を案内
　しています。
　2024年度は、市民連続講座「食の安全　情報アップデート」を開催中です。

■通年、「出張・Zoom　食の安全学習会」を受け付けています。
「食の安全　基本のお話」パンフレットを題材としたオーダーメイドの学習会です。
テーマや開催方法、時間等、あなたの都合に合わせて開催します。
まずはお申し込みください。

いずみ市民生協グループは
持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。
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サステナビリティレポート2024は
こちらからご覧いただけます ▶▶▶▶▶▶▶▶▶
　いずみ市民生協グループの社会的責任の取り組みを
「サステナビリティレポート2024」にまとめました。ホームペー
ジで公開していますので、二次元コードよりぜひご覧ください。

■サステナビリティレポートとは？
　企業や組織が、持続可能な社会の実現に向けて行った活動に
関する報告書です。
　今回は、社会的責任基本方針からサステナビリティ基本方針
へ改定し、レポートも、新たな基本方針に沿って、わかりやすく
まとめました。

■内容を少しご紹介
　環境面では、CO２排出がゼロの電気を使用する事業所を増や
し、前年比55.5％、３年前からは約70％のCO２の削減を実現しました。これにより、事業活動による地球
温暖化の影響を低減しています。地域社会への参加では、富田林市見守りおむつ定期便の業務をいずみ
市民生協が受託したことなどを紹介しています。１歳になるまで毎月おむつをお届けし、その際に子育て
経験のある配達員が、子育ての悩みや困りごとの相談にのっています。このほか、男性の育児休暇取得
者がグループで28人と、前年から18人増えたことなど、盛りだくさんの内容となっています。
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